
第６章 医療提供体制の整備 

- 262 - 

要性を周知・広報することにより、受診の勧奨に努める。 

 

○産後うつの予防等を図る観点から、産婦健康診査で心身の健康状態や生活環境等の把握

を行い、産後の初期段階からの支援を強化する。 

 

○ハイリスク妊産婦や未熟児等の母親に対し、保健・医療連携のもと、早期からの心のケ

アや相談支援等を推進する。 

 

○不妊治療に関し、相談から治療までのすべての段階において切れ目なく総合的に支援す

る。 

 

○妊産婦の不安の軽減のため、妊娠中の医療や子育てに関する悩みについて、医師等に相

談できる体制を検討する。 

 

 

 

施策・指標マップ 

 

 

 

 

 

 

 

 

番号 A　個別施策 番号 番号

現状

・医師修学資金の貸与

・医学生対象に産婦人科の魅力を伝えるセミナーの開催

・産科医の養成と確保に向けた循環型サイクルの構築

1 指標 分娩を取り扱う医師数
93.6人

（R2）

【周産期医療従事者の確保・資質向上】 現状

・周産期医療関係者を対象とした研修会開催

・助産師の資質向上のための研修会の開催
指標 周産期死亡率（出産千人対）

3.5

（H29～R3の

平均）

【医療体制の整備】 現状

・周産期母子医療センターのNICU等の運営に対する支援

・周産期母子医療センターにおけるNICU等の必要病床数の確保

・母体搬送時の安全性向上に向けた支援の実施

指標
母体・新生児搬送数のうち受入困難事例の割合

（現場滞在時間が30分以上の割合）

6.8%

（R3）

指標
母体・新生児搬送数のうち受入困難事例の割合

（受入照会回数4回以上の割合）

0%

（R3）

【災害時にも周産期医療が提供できる体制の確保】

・災害時小児周産期リエゾンの委嘱、養成

・感染症に罹患した妊婦の受入医療機関について協議

B　目標 C　目的

【産科医師の確保】

【安心して産み育てられる周産期医療

体制の構築】

1

4

1

【円滑な患者受入、搬送体制の維持】

1

2

3


